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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660）

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

休日急患診療機関当番表
・ 受付時間：午前 8時～翌朝午前 8時
・ 実施日：日曜日・祝日
日にち 内　科 外　科

4月

12日（日）信生病院 野島病院

19日（日）藤井政雄記念病院 厚生病院

26日（日）垣田病院 清水病院

29日（水）厚生病院 野島病院

5月

3日（日）信生病院 清水病院

4日（月）野島病院 三朝温泉病院

5日（火）垣田病院 北岡病院

6日（水）藤井政雄記念病院 厚生病院

■健康相談
対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容 

食事、運動など健康についてどな
たでも気軽にご相談ください。

4月28日（火） 13：30～15：30
栄養士・保健師による個別相談
ところ：保健センター健康相談室
※栄養士の相談は要予約(あ26－5670)

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪率、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも随時相談を受け付けています。

■健康スケジュール
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 持参する物 ご 案 内

６か月児
健康診査

平成20年10月
生まれの乳児

5/ 1（金）
5/ 8（金）

（受付時間）
13：00～13：40

倉吉交流プラザ
・母子健康手帳
・アンケート用紙

＊保護者に通知します
当てはまる月の次の月まで
はご案内しています。

１歳６か月児
健康診査

平成19年10月
生まれの幼児

5/ 1 1（月）
5/ 1 2（火）

（受付時間）
13：00～13：30

上灘公民館
・母子健康手帳
・アンケート用紙

＊保護者に通知します
1歳11か月までは受けるこ
とができます。未受診の幼
児は受けてください。

３歳児
健康診査

平成18年4月
生まれの幼児

5/13（水）
5/15（金）

＊保護者に通知します
3歳11か月までは受けるこ
とができます。未受診の幼
児は受けてください。

育児相談
市内在住の
乳幼児

5/18（月） 9：30～12：00

保健センター

・母子健康手帳
保健師・栄養士による個
別相談を行います。

母親学級
（えっぐクラブ）

市内在住の
妊婦

5/24（日）
10：00～12：00
（受付時間）
9：30～10：00

・母子健康手帳 内容：パパ・ママコース
（医師の話・妊婦体操）　

離乳食講習会
生後4か月
～7か月児の
保護者

5/20（水）13：30～15：30
・母子健康手帳
・エプロン
・筆記用具

＊平成20年12月・平成21
年1月生まれの第１子に
は保護者に通知します。

フッ素塗布

市内在住で
希望する人

5/18（月）
9：30～11：30
13：30～15：30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

市内在住で
希望する人

5/23（土）
（受付時間）
13：30～15：30

中部歯科医師会
口腔衛生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。
＊申込が必要（申込先：口腔

衛生センターあ 22-5472）

■厚生病院での子宮がん・乳がん検診 ＊定員があります
　申込受付：５月１１日（月）～
　申 込 先 ： 保健センター（あ２６－５６７０）

子宮がん検診は２０歳から受けられます！
乳がん検診は視触診検査以外にマンモグラフィ検査（乳房レントゲン検
査）も必ず受けてください。

※乳がん検診は２年に１回です

●子宮がん・乳がん（視触診）検診

と　き 受付時間 対象になる人

 6/11（木）、18（木）、25（木）

１１：４０

～

１２：２０

子宮がん検診
　２０歳以上
乳がん検診
　４０歳以上
＊平成20年度に乳がん検診を

受けた人は対象になりません

 7/ 9（木）、16（木）

 1/14（木）、21（木）、28（木）

 2/18（木）、25（木）

●乳がん（マンモグラフィ検査：乳房レントゲン）検診
【前期】6月11日（木）～8月7日（金）※土日・祝日は除く

【後期】平成22年1月14日（木）～3月10日（水）※土日・祝日は除く

＊申込者には後日通知します。

＊料金、対象者など詳細は、「くらよし健康ガイド」をご覧ください。 ※ 問合せ先：赤十字血液センター（あ0857―24―8101)

【全血献血】

と   き 4月26日(日)9：30～15：00

ところ 倉吉未来中心
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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660）

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

「
く
ら
よ
し
健
康
ガ
イ
ド
」

の
活
用
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
に
市
が
実
施
す

る
保
健
事
業
の
情
報
を
ま
と
め
た

「
く
ら
よ
し
健
康
ガ
イ
ド
」を
、
自

治
公
民
館
な
ど
を
通
し
て
各
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
ご
家

族
の
健
康
管
理
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

保
健
セ
ン
タ
ー（
あ

２
６―

５
６
７
０
／
い
２
６―

５
６
６
０
）

国
民
健
康
保
険
以
外
の
特

定
健
診
の
受
診
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
以
外

で
全
国
健
康
保
険
協
会
・
健
康
保

険
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
の
被
扶

養
者
は
、
市
が
実
施
す
る
集
団
健

診
に
お
い
て
特
定
健
診
を
受
診
で

き
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
か

ら
発
行
さ
れ
た「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」
と
保
険
証
を
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
券
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

倉吉市役所庁舎内
に展示されている
絵画などを紹介し
ます。来庁の折に
ご鑑賞ください。

ＮＯ．11

「春風又緑江南岸」
李  樺  さん　作
環境課前通路（３階）

～「強小元年」、目指せＪリーグ！～

ガイナーレ鳥取塚野社長
市長表敬訪問
２月２４日（火）

　「Ｊ２」への昇格を目指して新体制
を整え、今季は「強小元年」をキャッ
チフレーズに、チーム一丸となって
戦います。

～小鴨小学校全面改築完成記念～

校門石碑除幕式
募金植樹紹介式
３月１７日（火）

　小鴨有線放送財団から校門石碑と
記念樹のシダレザクラを、小鴨地区
自治公民館協議会からソメイヨシノ
７本が寄贈されました。　

～元気な倉吉は、元気な市民から～

天神川凧あげ・
春探しウォーク
３月１日（日）

　会場では「子ども凧づくり教室」「倉吉
うまいもんコーナー」なども用意され、
５００人を超える参加者が早春の天神
川を楽しみました。

　生まれた時の体重と同じ重さで作成します。
１個からでも結構ですので、お気軽にご相談ください。

嶋田米穀株式会社

建築工事業 第４４２９号

設計事務所 第３―１９４７号～有料広告募集中～

【大きさ】

縦5cm×横18cm（１号広告）

縦5cm×横 9cm（２号広告）

縦5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回
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４月の認知症の人と家族の会「家族の集い」
　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えてい

る悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、

何でも話し合える場です。気軽にご参加ください。

倉吉会場第３木曜日
と　き：４月１６日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ　第２研修室（駄経寺町）
　　　　※会場が変更になります

関金会場第１木曜日
と　き：４月２日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉市高齢者生活福祉センター（関金町関金宿）

※関金会場は、４月、７月、１０月、１月の第１木曜日

※問合せ先：長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

　６５歳以上の介護認定（要支援・要介護認定）を受けてい

ない人を対象に閉じこもりを予防し、いつまでも元気で

過ごせるよう介護予防教室を開催します。

と　き：４月３０日（木）午前１０時３０分～午後３時

内　容： （午前） 「介護予防の話」「体を動かそう」

（午後）脳トレクイズ、ニュースポーツ、健康相談など

ところ：グリーンスコーレせきがね　

参加料：１，３００円（昼食・入浴料）

募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人

＊毎月申し込みが必要。送迎希望の人は送迎します

※申込・問合せ先：長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

４月ホッといきいき教室～介護予防教室～

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
は
、
介

護
相
談
員
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
相
談
に
の
り
、
利
用
者
の

不
満
や
疑
問
、
不
安
の
解
消
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
全
国
研
修
を
終

了
し
た
４
人
の
介
護
相
談
員
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、
ま

た
は
、
事
前
に
連
絡
し
た
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
対
象
に
相
談

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今回は、介護や介護予防につ
いてのさまざまな制度を紹介
します。

介
護
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
年
金
の
額
に
応
じ
て
決
ま
る

の
で
は
な
く
、
給
料
や
事
業
に
よ

る
所
得
な
ど
全
て
の
収
入
を
も
と

に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
年
金

か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る（
特
別
徴

収
）人
は
、
前
年
度
の
２
月
と
同
額

の
保
険
料
が
、
４
月
・
６
月
・
８

月
の
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
額

に
つ
い
て
は
、
６
月
下
旬
に
65
歳

以
上
の
人
全
員
に「
介
護
保
険
料

の
お
知
ら
せ
」を
送
り
ま
す
。
そ
の

通
知
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課（
あ
２
２―

７
８
５
１
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

介
護
用
品
代
の
助
成

  

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
場
合
に
、
介
護
用
品
の
購
入

費
を
助
成
し
ま
す
。

① 

要
介
護
認
定
で
要
介
護
４
ま
た

は
５
と
認
定
さ
れ
た
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
場
合

② 

介
護
さ
れ
て
い
る
本
人
の
世
帯

お
よ
び
介
護
し
て
い
る
世
帯
が

市
民
税
非
課
税
の
場
合

対
象
品
目

：

紙
お
む
つ
・
尿
と
り

パ
ッ
ト
・
清
拭
剤
・
介
護
用
使
い

捨
て
手
袋
・
使
い
捨
て
清
拭
タ
オ

ル
・
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

助
成
方
法

：

倉
吉
市
に
登
録
の
あ

る
業
者
で
、
介
護
用
品
を
購
入
で

き
る
助
成
券
を
支
給

助
成
額

：

年
額
５
万
円
以
内

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課（
あ

２
２―

７
８
５
１
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

介
護
慰
労
金

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
に
、
介
護
慰
労
金
を
支
給

し
ま
す
。

① 

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
人
で
過
去
１
年
間
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
場
合（
１
週
間
程
度
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
除
く
）

②
市
民
税
非
課
税
世
帯

支
給
額

：

年
額
10
万
円

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課（
あ

２
２―

７
８
５
１
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

介
護
予
防
健
診（
生
活
機

能
評
価
）受
け
ま
し
ょ
う

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
に
対
し

て
介
護
予
防
の
目
的
で
介
護
予
防

健
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

健
診
内
容
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト（
生
活
状
況
調
査
）、
身
体

測
定
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査（
貧

血
、
栄
養
状
態
）、
心
電
図
検
査
、

医
師
に
よ
る
診
察
で
す
。

　

４
月
中
旬
に
郵
送
さ
れ
る
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、
日
常

生
活
を
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要

な
場
合
は
介
護
予
防
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
結
果
、

特
定
高
齢
者（
介
護
予
防
が
必
要
な

人
）と
な
っ
た
場
合
は
積
極
的
に
介

護
予
防
事
業
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
予
防
健
診
の
受
診
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
自
分
自
身
の
た
め

に
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

※
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課（
あ
２
２―

７
８
５
１
／
い
２
２―

２
９
５
４
）



（21）平成 21.4

№58
シリーズ

  

倉吉市人権政策課
あ22-8130／い22-8135

終
わ
り
の
な
い
差
別

　

平
成
15（
２
０
０
３
）
年
11
月
に

起
き
た
宿
泊
拒
否
が
大
問
題
と
な

る
と
、
ホ
テ
ル
は
恵
楓
園
入
所
者

に
謝
罪
に
出
向
い
た
も
の
の
、「
ほ

か
の
客
に
迷
惑
が
か
か
り
、
拒
否

は
正
当
」の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た

た
め
、
入
所
者
と
し
て
は
、
謝
罪

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
入
所
者
に
大
量

の
中
傷
差
別
文
章
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
が
送
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
所
者
が
沈
黙
し
感
謝
し
て
い

る
間
は
、「
世
間
の
同
情
」も
集
る
。

し
か
し
、
そ
の
理
不
尽
な
状
況
に

声
高
に
主
張
す
る
と
、
一
転
し
て

バ
ッ
シ
ン
グ
に
変
わ
る
。

　

こ
れ
は
、「
心
や
さ
し
き
人
が
差

別
者
に
な
り
う
る
」
こ
と
を
浮
き

彫
り
に
し
ま
し
た
。

　

講
演
し
た
当
時
の
入
所
者
自
治

会
長
さ
ん
は
、「
宿
泊
拒
否
よ
り
、

そ
の
こ
と
が
や
り
き
れ
な
か
っ

た
」と
、
切
々
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
件
と
同
じ
体
質

　

講
演
会
で
は
、
県
内
在
住
の
方

か
ら
こ
の
事
件
を
ど
う
受
け
止
め

た
か
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

被
差
別
部
落
の
出
身
の
方
は
、

「
自
己
主
張
す
る
と
変
な
目
で
見

ら
れ
た
」
体
験
に
加
え
、「
匿
名
に

よ
る
中
傷
、
差
別
文
章
は
、
差
別

落
書
き
と
重
な
る
」
と
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
日
韓
国
人
の
方
は
、

ア
パ
ー
ト
入
居
や
日
帰
り
入
浴
施

設
な
ど
で
拒
否
さ
れ
た
外
国
人
の

実
例
を
紹
介
さ
れ
、
ホ
テ
ル
宿
泊

拒
否
と
同
質
の
状
況
が
起
き
て
い

る
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ハ
ン
セ
ン
病
・
部
落
・
在
日
差

別
問
題
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
別
々

と
思
わ
れ
て
い
た
人
権
課
題
の

根
っ
こ
の
共
通
性
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
問
題
と
し
て
…

　

事
件
か
ら
５
年
、
そ
こ
で
問
わ

れ
た
こ
と
は
、
過
去
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

単
に「
許
せ
な
い
」
だ
け
で
な

く
、「
も
し
、
自
分
が
ホ
テ
ル
の
支

配
人
だ
っ
た
ら
ど
う
し
た
か
」、
そ

こ
ま
で
掘
り
下
げ
た
啓
発
・
学
習

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
と
で
も
何
が
で
き
る

か
、
そ
の
こ
と
を
話
し
合
う
中
か

ら
、
差
別
解
消
は
切
り
開
け
て
い

け
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　

啓
発
な
ど
に
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、
そ

の
解
消
に
は
程
遠
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。　
　

　

国
の
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
ま
た「
無
ら
い
県
運
動
」（
各
県

が
競
っ
て
自
分
の
県
か
ら
一
人
残

ら
ず
病
者
を
療
養
所
に
送
っ
た
運

動
）
に
鳥
取
県
が
一
番
の
協
力
者

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と

が
、
こ
の
病
気
に
対
す
る
強
い
偏

見
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
骨
に
な
っ
て
も
ふ
る
さ
と
に

帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

当
事
者
の
切
な
い
心
の
叫
び
を
、

も
う
一
度
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ホ
テ
ル
宿
泊
拒
否
事
件
・
５
年
後
の
今
を
問
う

　

平
成
15（
２
０
０
３
）年
11
月
、
熊
本
に
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所「
菊き

く

ち池
恵け

い
ふ
う
え
ん

楓
園
」入
所
者
の
皆

さ
ん
が
、
地
元
温
泉
に
宿
泊
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ホ
テ
ル
か
ら
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

起
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
策
が
憲
法
違
反
と
さ
れ
、
国
も
謝
罪
補
償
し
、
そ
れ
な
り
に

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
啓
発
が
取
り
組
ま
れ
始
め
た
さ
中
の
こ
の
事
件
は
、
全
国
的
に
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。

　

平
成
20
年（
２
０
０
８
）
年
12
月
に
こ
の
問
題
を
検
証
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

※ハート・バリアフリーとは　
　バリアフリーとは、「障がい物がない状態」のことです。バリアとは、
物理的な障がいだけなく、私たちの心（ハート）の中にも偏見や差別
といった形で存在します。
　私たち一人ひとりが、そういう心の垣根を取り払い、お互いの人
権を尊重し合う社会を築くための心のあり方を「ハート・バリアフ
リー」といいます。


